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目的

意義

医療支援ツールとして，各患者の人体データに対して生体力学シミュ
レーションを行うことが求められる．

ボクセルデータ解析のための固体-流体連成解析手法の開発
固体-流体連成解析手法

固体：線形弾性体
(非圧縮性)

医用画像情報
CT MRI

ボクセルデータ

生体力学シミュレーション
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3次元形状の抽出

解析モデルの作成
(FEMモデルなど)

一般的な方法 本研究のアプローチ

オイラー型解法

固定直行格子
流体解析では一般的
大変形に強い

ラグランジュ型解法

流体：ニュートン流体

患者

患者への医療支援

解析メッシュが変形
固体解析では一般的

運動方程式を統一
(体積率により平均化)

(SMAC解法)
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